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田口正和・柴田清孝：準二年周期振動の季節同期に関する診断：JRA-25/JCDAS再解析及びMRI化学

気候モデルデータからの結果

Masakazu TAGUCHI and Kiyotaka SHIBATA:Diagnosis of Annual Synchronization of the Quasi-Biennial Oscilla
 

tion:Results from JRA-25/JCDAS Reanalysis and MRI Chemistry-Climate Model Data

-

気象庁長期再解析/気象庁気候データ同化システム

（JRA-25/JCDAS）データと気象研究所化学気候モデ

ル（CCM）データを用いて，本研究は，赤道成層圏

における準二年周期振動（QBO）の季節同期傾向を

調査した．季節同期とは，QBOの位相逆転が特定の

季節に起きる傾向があることを指す．

JRA-25/JCDAS再解析データは，季節同期の，よ

く知られた特徴を示す．変形オイラー平均方程式に基

づく東西運動量収支の診断によると，季節同期に関連

した東西風加速の大部分は，陽に計算される項では説
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明できない．陽に表現される波駆動項は，東西風加速

にわずかに寄与する一方，鉛直移流項は，加速を強く

打ち消す効果を持つ．

CCM は，QBOと季節変化する残差上昇流の大ま

かな特徴を再現するにも関わらず，観測されるような

季節同期傾向を示さない．本研究は，この非再現性

を，パラメータ化された重力波強制の季節性が弱いこ

とに関連づける．

本研究は，これらの結果をまとめて解釈し，対流・

重力波活動の季節変化が現実のQBOの季節同期傾向

を引き起こすのに鍵となる役割を果たしていると推測

する．

Aaron FUNK・Courtney SCHUMACHER・Jun AWAKA：TRMM PRアルゴリズム 2A23バージョン７

における熱帯域の降雨分類の解析

Aaron FUNK,Courtney SCHUMACHER,and Jun AWAKA:Analysis of Rain Classifications over the Tropics by
 

Version 7of the TRMM PR 2A23Algorithm

熱帯降雨観測（TRMM）衛星搭載降雨レーダ

（PR）アルゴリズム2A23は降雨エコーを対流性また

は層状性に分類しようと試みている．2A23アルゴリ

ズムのバージョン７（V7）への改訂は，以前のバー

ジョンのアルゴリズムと比較したとき，対流性（層状

性）と分類する割合が増加（減少）するという結果を

もたらしている．こうなった主な理由は，太平洋

ITCZでの相対出現頻度が非常に大きい孤立していな

い低い雨の多くがV7では対流性に分類されているた

めである．熱帯域（20°N－20°S）における層状性降

雨量の割合はバージョン５（V5）とV7で40％から

38％へと減少した．層状性に分類されたカテゴリー中

のさらに２つ，特に山岳地域の高い高度の雨及び熱帯

海上での孤立していない低い雨，はそれぞれにおいて

暖かい雨の過程が優勢であるため対流性に分類するこ

とが可能であることを示唆したが，これらを対流性に

分類すれば熱帯域における層状性降雨量の割合は35％

となる．

山崎 剛・加藤京子・伊藤珠樹・中井太郎・松本一穂・三木直子・朴 昊澤・太田岳史：寒帯林・温帯

林でのエネルギー・水収支シミュレーションのための共通気孔パラメータ

Takeshi YAMAZAKI,Kyoko KATO,Tamaki ITO,Taro NAKAI,Kazuho MATSUMOTO,Naoko MIKI,Hotaek
 

PARK, and Takeshi OHTA:A Common Stomatal Parameter Set Used to Simulate the Energy and
 

Water Balance over Boreal and Temperate Forests

極東域の多地点で収集された個葉レベルの気孔コン

ダクタンスの観測データから，蒸発散を再現するため

の潜在的応答を表す気孔パラメータセットの存在が示

された．パラメタリゼーションは光，温度，空気の乾

燥度，土壌水分の制限項からなるジャービス型を用い

た．９サイト，８樹種の気孔コンダクタンスデータか

ら，全サイト・全樹種のデータを用いて決定したパラ

メータセット（PC）と，各サイト・各樹種のデータ

のみを用いて決定したパラメータセット（WS）の２

種類を求めた．両パラメータセットを用いて，陸面モ

デルにより４つのタワー観測サイトでの熱・水フラッ

クスを計算し，同様の季節変化を得ることができた．

この結果は，１つの共通パラメータセットで，少なく

とも極東域の広い範囲でパラメータのチューニングな

しに，熱・水フラックスを計算できることを示してい

る．

PCとWSの両パラメータセットには明らかな違い

があるにもかかわらず，なぜ同様のフラックスを計算

できるのかを考察した．ヤクーツクを例にした敏感度

テストにより，最大気孔コンダクタンスと土壌水分の

効果が互いに打ち消し合い，それに最適温度の効果が

副次的に加わるためであることがわかった．
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Xuanli LI・John R.MECIKALSKI：二重偏波ドップラーレーダーデータ同化の暖かい雨に関する観測演

算子に対する感度の評価：対流系雷雨の事例

Xuanli LI and John R.MECIKALSKI:Evaluation of the Sensitivity of the Dual-Polarization Doppler Warm Rain
 

Radar Data Assimilation to Radar Forward Operators for a Convective Storm

二重偏波ドップラーレーダーは，従来のドップラー

レーダーでは得られなかった降水粒子に関する高度な

情報を提供する．本研究では，2008年６月23日の対流

系雷雨の事例について，Cバンド二重偏波レーダーで

あるAdvanced Radar for Meteorological and Oper-

ational Researchによって観測された反射強度差

（ZDR），位相差比（KDP），及び，動径風速（VR）

を同化した．ZDR及びKDPから雨水混合比を求め

る２つの異なる経験式から，温かい雨についての２つ

の異なるレーダー観測演算子を構築し，WRF-ARW

（advanced research version of the Weather
 

Research and Forecasting）モデルを使った３次元変

分法に適用して，これら２つの観測演算子の違いを比

較した．本研究の主目的は，観測演算子の違いが，初

期値と予測にどのような違いをもたらすかについて，

実際の事例において調べることである．実験結果で

は，この２つの観測演算子どちらを用いても，

ZDR，KDP，VRデータを有効に同化することが示

され，雷雨事例の解析値及び短時間予測が改善され

た．その上，観測演算子の違いにより，特に対象とし

た雷雨の場所において，熱力学場，力学場，そして雲

微物理場の解析に影響があることがわかった．しか

し，雷雨の場所や動きには観測演算子の違いは大きな

影響を与えず，短時間の降水予測には大きな影響がな

いことがわかった．

宮川知己・横井 覚・廣田渚郎・平原翔二・井上知栄・高薮 縁：モデル評価指標の探索的導出法およ

びその CMIP3モデルへの適用による夏季東アジアメトリック導出例

Tomoki MIYAKAWA,Satoru YOKOI,Nagio HIROTA,Shoji HIRAHARA,Tomoshige INOUE, and Yukari N.

TAKAYABU:An Iterative Selection Method:A Summer Eastern Asian Metric for CMIP3 Climate
 

Models as an Example

気候モデルの評価・選択をする際の再現性の評価指

標（メトリック）として，気候場の再現性を全球で評

価するものがしばしば用いられる．しかし，将来変化

研究には特定の地域や気象・気候現象を対象としてい

るものも多く，全球の気候場を評価するメトリックは

必ずしも特定の地域や現象の再現性を反映していない

という問題がある．本研究では，評価に含むべき領域

と変数のセットを計算機の反復選択によって選定する

ことで特定の現象と良く対応する気候場メトリックを

構築する手法を紹介するとともに，CMIP3（Cou-

pled Model Intercomparison Project Phase3）モデ

ルの20世紀再現実験データにこの手法を適用して夏季

東アジア域のメトリックのプロトタイプを作成した．

プロトタイプにおいては，日本域の気象・気候に多大

な影響をおよぼすジェット気流・梅雨・PJ（Pacific-

Japan）パターンの３つを対象現象として選んだ．反

復選択の結果，評価に含むべき変数としては200hPa

東西風・850hPa南北風・降水量が選ばれた．また，

計算に含むべき領域としてはシベリアや北西太平洋な

どが含まれた．作成されたプロトタイプのメトリック

と上記３つの現象のメトリックとの相関は，全球気候

場メトリックにおける現象メトリックとの相関と比較

して大幅に高かった．導出されるメトリックは対象現

象の選択に強く依存する．対象現象を変更することに

より，導出されるメトリックをより研究の目的に適う

ものへと改変することが出来る．
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杉立卓治・藤原正智：Meisei RS2-91，RS-01Gおよび RS-06Gラジオゾンデによる湿度測定の気温

０℃における不連続な変化の補正法

Takuji SUGIDACHI and Masatomo FUJIWARA:Correction of the Stepwise Change Observed at0°C in Meisei RS2-

91,RS-01G,and RS-06G Radiosonde Relative Humidity Profiles

 

Meisei RS-06Gラジオゾンデの相対湿度計と高層

気象観測用の鏡面冷却式露点計の比較測定の結果，

RS-06Gの相対湿度測定は気温０℃において約３％

RH（Relative Humidity）の不連続な変化が生じる

ことがわかった．この不連続な変化は，RS-06Gの湿

度センサの温度依存性を補うために適用されている温

度補正式が気温０℃で不連続であるために生じる．温

度槽を用いてRS-06Gの温度湿度依存性を評価した

結果，RS-06Gの相対湿度は気温＋10℃以下において

７％RH以上の湿潤バイアスを示した．このような大

きな湿潤バイアスは過去に実施されたラジオゾンデの

相互比較観測等で確認されていないため，ラジオゾン

デ上昇中に生じる湿度センサの温度の遅れが引き起こ

す乾燥バイアスの影響についても調べた．この結果，

対流圏では湿度センサの温度の遅れによる乾燥バイア

スが生じる可能性があり，湿度センサの温度依存性に

よる湿潤バイアスを小さくしていると考えられる．室

内実験における温度湿度依存性の結果に湿度センサの

時定数遅れによる乾燥バイアスを考慮すると，－40℃

～０℃で適用されていた従来の温度補正式を＋14.5℃

まで外挿した式とよく一致した．従って，気温０℃で

生じる不連続な変化を解消するための温度補正式とし

て，従来の温度補正式を＋14.5℃まで外挿することを

提案する．この補正を適用したRS-06Gの相対湿度

測定値は，気温＋40℃で乾燥バイアス，気温＋10℃以

下で湿潤バイアスを示すが，メーカー公称精度であ

る±７％RH内に収まることがわかった．RS-06Gは

RS2-91およびRS-01Gの後継機であり，1999年７月

にRS2-91の湿度センサが変更された以降，これらの

ラジオゾンデは同一の湿度センサおよび同一の温度補

正式が適用されているため，この新しい補正式は，

RS2-91（1999年７月以降）およびRS-01Gによる相

対湿度測定に対しても適用されるべきである．

伊藤耕介・川畑拓矢・加藤輝之・本田有機・石川洋一・淡路敏之：JNoVAにおける台風状況下での海

面交換係数と初期値の同時最適化

Kosuke ITO,Takuya KAWABATA,Teruyuki KATO,Yuki HONDA,Yoichi ISHIKAWA,and Toshiyuki AWAJI:

Simultaneous Optimization of Air-Sea Exchange Coefficients and Initial Conditions near a Tropical
 

Cyclone Using JNoVA

気象庁現業メソ４次元変分法データ同化システム

JNoVAの性能向上を目的として，台風状況下におけ

る海面交換係数と初期値の同時最適化の効果について

研究した．2010年10月に台風Chabaが沖縄諸島に接

近したケースにおいて同時最適化を適用したところ，

摩擦係数の第一推定値は台風近傍の強風状況下で風速

が増大するに従って値が大きくなっていたのに対し，

最適化された摩擦係数は一定の値で飽和するように調

節された．また，潜熱交換係数は，強風状況下におい

て第一推定値よりも値が増大するように調節された．

海面交換係数と初期値の同時最適化の結果，スピン

アップの時間を除いて，評価関数のうち数値モデル結

果と観測値との差異を表す項は，初期値のみを制御す

る現在のシステムに比べて4.1－22.4％低下し，台風

の強度や中心位置も気象庁ベストトラックデータの結

果に近づいていた．さらに，本研究で適用した最適化

手法は台風の予報の性能を高める可能性が示された．

606

 

104

日本気象学会誌 気象集誌 第91巻 第３号 目次と要旨

〝天気"60．7．



菅野洋光：北日本における1998年以降の４月と８月気温の強い負の相関関係

Hiromitsu KANNO:Strongly Negative Correlation between Monthly Mean Temperatures in April and August since

1998in Northern Japan

北日本における４月と８月平均気温には，1998年以

降，強い負の相関が認められるようになった．1998年

以降の両月の気温偏差は４月低温・８月高温もしくは

４月高温・８月低温の組み合わせが大部分である．そ

の理由として亜熱帯ジェットの強弱と変動が同時的に

起こることが原因として考えられる．すなわち，８月

が高温の場合，その前の４月には本州南岸の亜熱帯

ジェット気流が強化されており，寒帯気団の南下によ

る低温がもたらされる．８月には北海道の北に位置す

る亜熱帯ジェット気流は北上し，寒気の南下の阻止と

熱帯気団の北上を反映して高温をもたらす．４月高温

・８月低温の場合は，４月には亜熱帯ジェットが弱く

寒気が南下せず高温を，８月にはジェットが南下し，

寒気の南下と低温をもたらす．200hPa高度場に主成

分分析を行ったところ，気温変動とほぼ同一の変動を

示す２つの成分（４月の第２主成分，８月の第３主成

分）が抽出できた．それらは亜熱帯ジェット気流やチ

ベット高気圧の変動を示唆しており，上記の議論と矛

盾しない．さらに特異値分解解析を200hPa高度場と

海面水温について行ったところ，1998年は近年の顕著

な気候シフトの一つであることが示唆された．

濱田 篤・西 憲敬・木田秀次：西部赤道太平洋上で見られた帯状の大規模雲擾乱の分割

Atsushi HAMADA,Noriyuki NISHI,and Hideji KIDA:Separation of Zonally Elongated Large Cloud Disturbances
 

over the Western Tropical Pacific

西部赤道太平洋上では，東西数千kmにわたって長

く発達した雲帯がほぼ同時に２または３つの雲帯に分

割され，分割された雲帯が１日以上も持続するという

現象が見られる．本研究では，Tropical Ocean
 

Global Atmosphere Coupled Ocean-Atmosphere
 

Response Experiment (TOGA-COARE) Intensive
 

Observing Period (IOP)中に見られた４つの分割事

例について事例解析を実施し，分割現象に共通する特

徴を見いだした．

分割された雲帯の北側および南側の雲域は線状の微

細構造を持っていた．これら線状雲の走向は雲頂高度

付近の水平風とよく一致しており，上部対流圏の巻雲

性の雲であることを示唆する．中央の雲帯における対

流活動が衰退した後も上部対流圏には強い南北風が

残っており，分割された雲帯を南北へ移流している．

全ての分割現象は対流活動が最盛となったおよそ半

日後に起こっており，分割開始時刻は夕刻から深夜に

かけてであった．これらの事実は，西部赤道太平洋上

における典型的な日周期対流活動が雲帯の分割現象に

関わっている可能性を示唆する．分割の間，雲帯の西

側には活発な西進雲クラスターが観測されており，対

流と結合した赤道捕捉波との関係も示唆された．

高橋信人：日本付近の前線帯の季節変化と年々変動を描き出す客観的前線帯データについて

Nobuto TAKAHASHI:An Objective Frontal Data Set to Represent the Seasonal and Interannual Variations in the
 

Frontal Zone around Japan

本研究では，NCEP-NCAR（米国環境予測セン

ター/米国大気研究センター）再解析データに客観的

手法を適用することにより，長期間（1948年～2009

年）の前線帯データを作成した．この手法は，850

hPa面における温位と相当温位の傾度およびTFP

（thermal front  parameter（dθ，TFP(θ)，TFP

(θe)）を利用する．温度勾配の方向に沿った温度勾

配の方向微分係数として定義されるTFPは，前線の

強さを測る指標の一つであり，しばしば地上天気図上

の客観的な前線解析に使われている．そして，前線帯

データを用いることによって日本付近の前線帯の平均

的な季節進行，夏期天候への影響，エルニーニョ／ラ
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ニーニャ現象時における前線帯の季節進行を調査し

た．その結果，以下のことが明らかになった．１）

dθ＞0.04K (100km) ，TFP(θ)＞0.05K (100

km) ，TFP(θe)＞0.70K (100km) という条件の

下で作成した前線帯データは地上天気図上の日本付近

の前線出現数を集計して作成した前線帯データと強い

相関があった．２）本研究で作成した長期間の前線帯

データは，頻度の差などいくつかの違いがあるもの

の，季節進行は天気図の前線を元に作成した前線帯

データと一致していた．３）晴天率と前線帯の間の日

本の夏（７月20日～８月16日）における年々変動の関

係や，エルニーニョ現象／ラニーニャ現象時における

日本の気候の様々な平均的特徴が，その多くは先行研

究で指摘されてきたことではあるが，これまでに明ら

かにされてなかった前線帯の変動という観点から確認

することができた．

本研究の結果は，このようにして作られた前線帯

データが単純かつ客観的であるという利点を持ってい

ることと，日本周辺域の気候と大気大循環の詳細な

年々変動における関係を調査する上で役立つものであ

ることを示している．

．
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7

次と要旨

〝天気"60．

014年度女性科学者に明る

会は，「女性科学者の

おかれて

い未来をの会
「猿橋賞」受賞候補者の募集のお知らせ

女性科学者に明るい未来をの

の発展に貢献で

きるように支援する」という願いをこめ，1980年に創

立されました．この創立の趣旨を継承し，当会は，こ

れまで自然科学の

いる状況の暗さの中に，一条の光を投じ，い

くらかでも彼女らを励まし，自然科学

てまい

りました．

下記の通り，第34回猿橋賞の募集を開始いたしまし

た．

記

１．対象：推薦締切日に50歳未満で，自然科学の分野

で，「創立の主旨に沿った」優れた研究業績を収

めている女性科学者

２．表彰内容：賞状，副賞として賞金30万円，

１件（１名）

３．応募方法：当会のホームページから推薦書類をダ

ウンロードし，A4用紙に印刷して，①推薦者

（個人

分野で，優れた研究業績を収めてい

る女性科学者に，毎年，賞（猿橋賞）を贈呈し

2

00字程

度），及び③主な業績リスト（指定は１頁です．

やむを得ない場合でも追加は１頁までです）を記

入して，主な論文別刷５編程度（２部ずつ，コ

ピーも可）を添え，５．の推薦書類送付先までお

送り下さい．

４．締切日：2013年11月30日（必着）

５．推薦書類送付先：

〒270-1147 千葉県我孫子市若松165-5

女性科学者に明るい未来をの会

（この宛先は当会の推薦書受付専用です．書類

は，猿橋賞選考のためにのみ選考委員会などで用

いられます．書類は返却いたしませんのでご了承

下さい．）

６．問合せ先：ホームページ（http://www.saruha
 

shi.net/nominate.html）に記載されている問い

合わせ先に，電子メールでお願いいたします．

今後，募集要項に変更がある場合は，ホームページ

に掲載しますので，応募の際はホームページをご確認

下さい．・団体，自薦も可）・受賞候補者の略歴・推

薦対象となる研究題目，②推薦理由（8


